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藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

1
－
使
用
頻
度
に
着
目
し
て
　
－

村
　
　
田
　
　
正
　
　
英

目
　
次

は
じ
め
に

『
拾
遺
愚
草
』
　
の
構
成
と
成
立

『
拾
遺
愚
草
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
の
字
種

定
家
自
筆
『
奥
入
』
『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』
と
の
字
種
の
比
較
な
ら
び
に
検
討

使
用
頻
度
か
ら
見
た
『
拾
遺
愚
草
』
『
奥
入
』
　
の
和
語
表
記
の
漢
字

ま
と
め

一
　
は
じ
め
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
藤
原
定
家
自
筆
の
平
仮
名
文
を
中
心
に
、
そ
こ
に
現
れ
る
和
語
表
記
の
漢
字
と
そ
の
訓
と
を
取
り
あ
げ
て
整
理
を
し

て
き
た
。
そ
れ
は
、
資
料
と
し
て
量
も
多
く
素
姓
も
確
か
な
こ
れ
ら
の
資
料
を
調
査
し
、
そ
れ
を
土
台
に
し
て
、
平
仮
名
文
に
お
け
る
漢
字

と
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
そ
の
社
会
的
広
が
り
あ
る
い
は
資
料
的
変
異
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
か
つ
て
定
家
自
筆
の
『
近
代
秀
歌
』
『
奥
入
』
『
伊
達
本
古
今
和
歌
集
』
と
、
定
家
の
父
藤
原
俊
成
自
筆
の
『
古



（1）

来
風
鉢
抄
』
と
の
比
較
を
試
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。

い
ま
改
め
て
ま
と
め
る
と
、

I
　
各
資
料
に
見
出
せ
る
漢
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
一
和
訓
と
対
応
し
て
お
り
、
一
字
多
訓
、
同
訓
異
字
の
よ
う
な
例
は
極
め
て
ま
れ

で
あ
る
。

H
　
定
家
自
筆
の
三
資
料
に
較
べ
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
は
、
使
用
さ
れ
た
漢
字
の
字
種
が
少
な
く
、
ま
た
使
用
頻
度
も
目
立
っ
て
低
い
。

さ
ら
に
次
の
こ
と
も
指
摘
し
た
。

H
　
『
伊
達
本
古
今
和
歌
集
』
は
他
の
資
料
に
較
べ
、
漢
字
の
字
種
が
多
く
、
ま
た
使
用
頻
度
も
著
し
く
高
い
。
こ
れ
は
当
該
資
料
が
一
首

の
和
歌
を
一
行
に
お
さ
め
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
結
論
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
多
く
の
定
家
自
筆
資
料
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
藤
原
定
家
自
筆
の
『
拾
遺
愚
草
』
に
見
ら
れ
る
和
語
表
記
の
漢
字
を
、
同
じ
く
定
家
自
筆
の
『
奥
入
』
『
嘉
禄
本
古
今
和

歌
集
』
と
比
較
し
、
そ
の
字
種
の
数
や
延
べ
字
数
の
違
い
か
ら
、
『
拾
遺
愚
草
』
が
『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』
よ
り
も
『
奥
入
』
に
近
い
様
相

を
示
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
次
い
で
『
拾
遺
愚
草
』
（
上
巻
）
と
『
奥
入
』
に
お
け
る
漢
字
の
使
用
頻
度
か
ら
、
定
家
頻
用
の
漢
字
の
存
在

を
指
摘
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
よ
う
と
し
た
。

対
象
を
和
歌
部
分
の
表
記
に
限
っ
た
の
は
、
詞
書
な
ど
で
は
、
文
中
の
漢
字
の
訓
に
つ
い
て
そ
の
決
定
に
明
確
な
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が

む
ず
か
し
い
場
合
も
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

〓
　
『
拾
遺
愚
草
』
　
の
構
成
と
成
立

つ
ぎ
に
『
拾
遺
愚
草
』
の
構
成
と
成
立
に
つ
い
て
、
今
回
の
調
査
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
『
冷
泉
家
時
雨
亭
草
書
　
拾
遺
愚
草
　
上

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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中
』
所
収
の
久
保
田
淳
氏
の
解
題
に
拠
っ
て
示
し
て
お
く
。

○
藤
原
定
家
自
撰
家
集
『
拾
遺
愚
草
』
　
の
構
成

上
・
中
・
下
の
正
篇
三
巻
お
よ
び
そ
の
外
篇
と
も
い
う
べ
き
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
と
か
ら
成
る
。

上
巻
は
養
和
元
年
（
二
八
一
）
四
月
、
定
家
二
十
歳
の
時
の
「
初
学
百
首
」
歌
に
始
ま
る
百
首
歌
が
集
め
ら
れ
、
中
巻
は
そ
の
他
の
定

数
歌
、
そ
し
て
下
巻
に
は
春
夏
秋
冬
な
ど
に
分
け
ら
れ
た
部
類
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
巻
の
総
歌
数
は
二
八
八
五
首
。

『
員
外
』
は
右
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
定
数
歌
等
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
。
歌
数
八
六
九
首
。

○
同
集
の
成
立

上
巻
に
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
三
月
十
八
日
の
識
語
が
あ
り
（
時
雨
亭
叢
書
、
上
一
七
八
丁
裏
）
、
こ
の
時
点
で
一
応
の
形
は
出
来
上
が
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
識
語
の
あ
と
に
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
四
月
の
「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」
が
附
載
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
下
巻
に
も
「
貞
永
元
年
七
月
大
殿
寄
合
恋
十
首
」
が
見
え
て
い
る
（
同
叢
書
、
下
八
一
丁
表
）
こ
と
か
ら
、
貞
永
元
年
の
頃
に
再
度
編

集
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
下
巻
一
四
三
丁
裏
に
は
、
「
遁
世
の
よ
し
き
～
て
家
長
朝
臣
」
　
に
始
ま
る
四
首
の
贈
答
歌
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
十
月
十
一
日
の
定
家
出
家
以
後
に
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
部
分
と
は
筆
致

が
や
や
異
な
っ
て
お
り
、
後
か
ら
の
書
き
足
し
か
と
疑
わ
れ
る
。

『
員
外
』
　
の
成
立
も
正
篇
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
拾
遺
愚
草
』
正
篇
は
藤
原
定
家
の
自
筆
。
『
員
外
』
は
室
町
時
代
末
期
の
書
写
か
。

な
お
、
下
巻
の
五
六
丁
表
の
「
は
つ
ゆ
き
の
」
　
の
歌
の
直
後
に
「
あ
と
も
な
し
」
　
の
一
首
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
所
々
に
貼
り
紙
を
用
い

て
の
他
の
手
に
よ
る
和
歌
の
書
き
入
れ
も
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
二
九
首
を
除
い
た
正
編
の
二
八
五
六
首
（
上
巻
一
五
〇
〇
首
、
中
巻
五

二
五
首
、
下
巻
八
三
一
首
）
を
今
回
の
調
査
の
対
象
と
し
た
。
和
歌
は
、
後
の
書
き
込
み
の
例
を
除
き
、
上
の
句
、
下
の
句
が
二
行
に
分
け
て



記
さ
れ
て
い
る
。三

　
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
の
字
種

次
に
、
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
和
語
表
記
の
漢
字
を
そ
の
訓
の
五
十
音
順
に
列
挙
す
る
（
地
名
な
ど
固
有
名
詞
も
含
む
）
。

な
お
、
こ
の
表
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
配
慮
を
し
た
。

1
　
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
を
、
単
字
に
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
の
品
詞
に
よ
っ
て
、
「
名
詞
」
「
動
詞
」
「
形
容
詞

な
ど
（
形
容
動
詞
語
幹
を
も
含
む
）
」
「
副
詞
な
ど
（
連
体
詞
・
接
続
詞
を
も
含
む
）
」
「
助
詞
な
ど
（
助
動
詞
、
接
尾
語
、
用
言
の
活
用
語
尾
な
ど

を
も
含
む
）
」
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
訓
の
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。

2
　
『
拾
遺
愚
草
』
巻
中
冒
頭
の
「
韻
寄
百
二
十
八
首
」
中
の
韻
字
一
二
八
字
は
、
非
日
常
的
な
漢
字
も
多
い
と
考
え
て
、
こ
の
表
か
ら
は

除
外
し
た
。

3
　
「
菊
（
き
く
）
」
は
和
語
で
は
な
い
が
、
和
歌
に
た
び
た
び
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
白
菊
」
の
よ
う
に
和
語
と
熟
合
し
た
例
も
見
ら

れ
る
の
で
、
こ
こ
に
挙
げ
た
。

4
　
「
時
雨
（
し
ぐ
れ
）
」
「
五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
）
」
な
ど
の
熟
字
訓
、
「
葦
引
（
あ
し
ひ
き
）
」
「
久
方
（
ひ
さ
か
た
）
」
な
ど
の
枕
詞
、
ま
た
「
相

坂
（
あ
ふ
さ
か
）
」
「
秋
津
（
あ
き
つ
）
」
な
ど
の
地
名
に
関
す
る
も
の
、
さ
ら
に
「
千
鳥
（
ち
ど
。
）
」
「
山
吹
（
や
ま
ぶ
き
）
」
な
ど
の
動
植

物
名
は
、
単
字
に
分
解
す
る
こ
と
を
敢
え
て
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
「
よ
し
野
」
「
山
ぶ
き
」
の
よ
う
な
例
は
、
「
野
」
あ
る
い
は
「
山
」

の
項
目
に
含
め
た
。

5
　
「
卯
花
（
う
の
は
な
）
」
「
世
中
（
よ
の
な
か
）
」
は
「
卯
」
と
「
花
」
、
「
世
」
と
「
中
」
に
分
割
し
て
掲
げ
た
。

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

〔
名
詞
〕
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あ
か
つ
き
　
（
暁
）
・
あ
き
　
（
秋
）
・
あ
き
つ
　
（
秋
津
）
・
あ
し
　
（
葦
）
・
あ
づ
さ
　
（
梓
）
・
あ
と
　
（
跡
）
・
あ
は
ぢ
　
（
淡
路
）
・
あ
ふ
ぎ
　
（
扇
）
・
あ
ふ

さ
か
　
（
相
坂
・
合
坂
）
・
あ
ふ
ひ
　
（
葵
）
・
あ
ま
の
が
は
　
（
天
河
）
・
あ
め
　
（
雨
）
・
あ
ら
し
　
（
嵐
）
・
あ
り
あ
け
　
（
農
明
・
在
明
）
・
い
け
　
（
池
）
・

い
ち
　
（
市
）
・
い
づ
み
　
（
泉
）
・
い
と
　
（
綿
）
・
い
は
し
み
づ
　
（
石
清
水
）
・
い
は
ゐ
　
（
石
井
）
・
い
へ
　
（
家
）
・
い
ま
　
（
今
）
・
い
ろ
　
（
色
）
・
う
（
卯
）
・

う
し
　
（
牛
）
‥
つ
ち
　
（
内
）
・
う
ぢ
　
（
宇
治
）
・
う
み
　
（
海
）
・
う
ら
　
（
浦
）
‥
え
　
（
江
）
‥
え
だ
　
（
枝
）
・
お
は
と
も
　
（
大
伴
）
・
お
ほ
ゐ
　
（
大
井
）
・

か
が
み
　
（
鏡
）
・
か
げ
　
（
影
）
・
か
け
は
し
　
（
梯
）
・
か
さ
さ
ぎ
　
（
鵠
）
・
か
す
が
　
（
春
日
）
・
か
す
み
　
（
霞
）
・
か
ぜ
　
（
風
）
・
か
た
　
（
方
）
・
か
た

（
片
）
・
か
つ
ら
（
桂
）
・
か
ど
（
門
）
・
か
は
（
河
）
・
か
み
（
神
）
・
か
み
な
づ
き
（
十
月
）
・
か
ら
（
唐
）
・
き
（
木
）
・
き
く
（
菊
）
・
き
し
（
岸
）
・

き
た
　
（
北
）
・
き
の
ふ
　
（
昨
日
）
・
き
み
　
（
君
）
・
く
さ
　
（
革
）
・
く
し
げ
　
（
匝
）
・
く
も
　
（
雲
）
・
く
れ
な
ゐ
　
（
紅
）
・
け
ぶ
り
　
（
煙
）
・
こ
　
（
子
）
・

こ
　
（
木
）
・
こ
が
ら
し
　
（
木
枯
）
・
こ
け
　
（
苔
）
・
こ
こ
ち
　
（
心
地
・
心
ち
）
・
こ
こ
ろ
　
（
心
）
・
こ
と
　
（
事
）
・
こ
と
ば
　
（
詞
）
・
こ
ろ
も
　
（
衣
）
・
こ

ゑ
　
（
馨
）
・
さ
か
　
（
坂
）
・
さ
が
　
（
嵯
峨
）
・
さ
く
ら
　
（
楼
）
・
さ
ざ
な
み
　
（
篠
波
）
・
さ
つ
き
　
（
五
月
）
・
さ
と
　
（
里
）
・
さ
み
だ
れ
　
（
五
月
雨
）
・
し

か
　
（
鹿
）
・
し
ぐ
れ
　
（
時
雨
）
・
し
ま
　
（
嶋
）
・
L
も
　
（
霜
）
・
し
ら
か
は
　
（
白
河
）
・
し
ろ
た
へ
　
（
白
妙
）
・
す
み
よ
し
　
（
住
吉
）
・
せ
き
　
（
関
）
・

そ
で
　
（
袖
）
・
た
　
（
田
）
・
た
か
さ
ご
　
（
高
砂
）
・
た
け
（
竹
）
・
た
ち
ば
な
　
（
橘
）
・
た
っ
た
　
（
龍
田
）
・
た
に
　
（
谷
）
・
た
び
　
（
旅
）
・
た
ま
　
（
玉
）
・

た
ま
は
こ
　
（
玉
梓
）
・
た
み
　
（
民
）
・
ち
　
（
千
）
・
ち
ど
り
（
千
鳥
）
・
つ
き
　
（
月
）
・
つ
ば
さ
　
（
廻
）
・
つ
ゆ
　
（
露
）
・
て
　
（
手
）
・
と
　
（
戸
）
・
と
き

（
時
）
・
と
こ
　
（
床
）
・
と
こ
ろ
　
（
所
）
・
と
し
　
（
年
）
・
と
な
り
　
（
隣
）
・
と
も
　
（
友
）
・
と
も
し
び
　
（
燈
）
・
と
り
　
（
鳥
）
・
な
　
（
名
）
・
な
か
　
（
中
）
・

な
が
つ
き
　
（
長
月
）
・
な
か
ば
　
（
半
）
・
な
つ
　
（
夏
）
・
な
み
　
（
浪
・
波
）
・
な
み
だ
　
（
涙
）
・
に
し
　
（
西
）
・
に
し
き
　
（
錦
）
・
に
は
　
（
庭
）
・
ね
の

び
　
（
子
日
）
・
の
　
（
野
）
・
の
り
　
（
法
）
・
は
　
（
葉
）
・
は
ぎ
　
（
萩
）
・
は
し
　
（
橋
）
・
は
な
　
（
花
）
・
は
ま
　
（
濱
）
・
は
や
し
　
（
林
）
・
は
ら
　
（
原
）
・
は

る
　
（
春
）
・
ひ
　
（
日
）
・
ひ
　
（
火
）
・
ひ
さ
か
た
　
（
久
方
）
・
ひ
と
　
（
人
）
・
ひ
め
　
（
姫
）
・
ふ
か
く
さ
　
（
深
革
）
・
ふ
き
あ
げ
　
（
吹
上
）
・
ふ
し
み
　
（
伏

見
）
・
ふ
ぢ
　
（
藤
）
・
ふ
ね
　
（
舟
）
・
ふ
ゆ
　
（
冬
）
・
ふ
る
さ
と
　
（
故
郷
）
・
ベ
　
（
連
）
・
ほ
た
る
　
（
螢
）
・
ほ
と
と
ぎ
す
　
（
郭
公
）
・
ま
く
ら
　
（
枕
）
・

ま
つ
　
（
松
）
・
み
　
（
三
）
・
み
　
（
身
）
・
み
ち
　
（
道
）
・
み
つ
　
（
御
津
・
三
津
）
・
み
づ
　
（
水
）
・
み
づ
う
み
　
（
湖
）
・
み
ど
り
　
（
緑
）
・
み
な
み
　
（
南
）
・

み
ね
　
（
峯
）
・
み
や
　
（
宮
）
・
む
か
し
　
（
昔
）
・
む
さ
し
　
（
武
蔵
）
・
む
し
　
（
虫
）
・
む
め
　
（
梅
）
・
む
ら
さ
き
　
（
紫
）
・
も
と
　
（
本
）
・
も
の
　
（
物
）
・



も
み
ぢ
（
紅
葉
）
・
や
（
屋
）
・
や
な
ぎ
（
柳
）
・
や
ま
（
山
）
・
や
ま
ぶ
き
（
山
吹
）
・
ゆ
き
（
雪
）
・
ゆ
ふ
べ
（
夕
）
・
ゆ
み
（
弓
）
・
ゆ
め
（
夢
）
・

よ
（
世
・
代
）
・
よ
（
夜
）
・
よ
し
の
（
吉
野
）
・
よ
っ
（
四
）
・
よ
も
す
が
ら
（
終
夜
）
・
よ
ろ
づ
（
万
）
・
わ
れ
（
我
）
・
ゐ
（
井
）
・
を
（
緒
）
．

を
ぎ
（
荻
）
・
を
ぐ
ら
（
小
倉
）
…
…
以
上
一
九
〇
種
。

〔
動
詞
〕
　
（
語
形
は
連
用
形
で
示
す
）

あ
り
（
有
）
・
い
と
ひ
（
厭
）
・
い
り
（
入
）
・
う
ち
（
打
）
・
う
ら
み
（
怨
）
・
お
い
（
老
）
・
お
も
ひ
（
思
）
・
か
ぎ
り
（
限
）
・
か
へ
し
（
返
）
・

か
へ
り
（
蹄
）
・
か
り
（
狩
）
・
こ
ひ
（
懸
）
・
こ
は
り
（
氷
）
・
し
の
び
（
忍
）
・
す
み
（
住
）
・
ち
ぎ
り
（
契
）
・
な
げ
き
（
歎
）
・
は
じ
め
（
始
）
・

ふ
き
（
吹
）
・
み
（
見
）
・
み
え
（
見
）
・
み
せ
（
見
）
・
わ
か
れ
（
別
）
・
わ
た
し
（
渡
）
・
わ
た
り
（
渡
）
・
を
り
（
折
）
…
…
以
上
二
六
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕

あ
さ
し
（
浅
）
・
お
ほ
（
大
）
・
か
な
し
（
悲
）
・
し
ら
（
自
）
・
ふ
か
し
（
深
）
…
…
以
上
五
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕

い
か
に
（
如
何
）
・
な
は
（
猶
）
・
ま
た
（
又
）
…
…
以
上
三
種
。

〔
助
詞
な
ど
〕

か
な
（
哉
）
・
が
な
（
哉
）
・
な
り
（
也
）
・
ば
か
り
（
許
）
・
ら
む
（
覧
）
…
…
以
上
五
種
。

以
上
、
合
計
二
二
九
種
が
、
『
拾
遺
愚
草
』
に
認
め
ら
れ
る
和
語
表
記
の
漢
字
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
中
に
見
ら
れ
る
同
訓
異
字
等
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
が
、
「
合
坂
・
相
坂
」
、

「
農
明
・
在
明
」
な
ど
若
干
の
例
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
訓
と
の
一
対
一
の
対
応
を
示
し
て
い
る
。

四
　
定
家
自
筆
『
奥
入
』
『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』
と
の
字
種
の
比
較
な
ら
び
に
検
討

次
に
、
同
じ
く
定
家
自
筆
の
『
奥
入
』
な
ら
び
に
『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
和
語
表
記
の
漢
字
字
種
を

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

三
二
九
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三
三
〇

掲
げ
る
（
傍
線
を
付
し
た
も
の
は
、
『
拾
遺
愚
草
』
を
含
め
た
三
資
料
の
う
ち
当
該
資
料
に
の
み
見
ら
れ
る
字
種
で
あ
る
）
。

○
『
大
橋
家
蔵
　
奥
入
』
…
…
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
定
家
六
四
歳
の
頃
の
書
写
か
。
テ
キ
ス
ト
は
『
定
家
自
筆
本
　
奥
入
』
（
日
本
古
典
文

学
会
覆
製
）
。
三
六
〇
首
。

〔
名
詞
〕
秋
・
朝
（
あ
し
た
）
・
相
坂
・
池
・
伊
勢
・
家
・
今
・
伊
濠
・
色
・
宇
治
・
上
（
う
は
）
・
浦
・
江
・
枝
・
垣
・
影
・
風
・
方
・
片
岡

門
・
河
・
神
・
腐
・
木
・
君
・
幕
・
草
・
雲
・
紅
・
煙
・
子
‥
心
地
（
「
心
ち
」
を
含
む
）
・
心
・
事
・
衣
・
櫻
・
里
・
樟
・
下
（
し
た
）
・
嶋
・

白
妙
・
袖
・
袖
蝋
・
司
司
・
橘
・
玉
・
玉
津
・
誰
・
千
・
圏
・
月
・
矧
・
露
・
時
・
所
・
年
・
鳥
・
名
・
中
・
夏
・
浪
・
涙
・
葉
・
花
・

春
・
日
・
久
方
・
人
・
舟
・
冬
・
外
・
郭
公
・
枕
・
松
・
身
・
道
・
水
・
峯
・
宮
・
昔
・
虫
・
馬
・
午
（
む
ま
）
・
梅
・
物
・
柳
・
山
・
山

吹
・
雪
・
夕
・
夢
・
世
・
夜
（
よ
）
・
吉
野
・
我
・
井
・
荻
…
…
以
上
九
七
種
。

〔
動
詞
〕
有
・
入
・
打
・
怨
・
思
・
返
（
か
へ
し
）
・
辟
・
思
・
過
・
染
工
止
・
間
・
吹
・
申
・
萄
・
迷
・
見
・
見
え
・
見
せ
・
行
・
忘
・
渡

（
わ
た
し
）
…
・
L
‥
以
上
二
二
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
大
・
悲
・
白
（
し
ら
）
・
深
・
若
…
…
以
上
五
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕
猶
・
又
…
…
以
上
二
種
。

〔
助
詞
な
ど
〕
哉
・
哉
（
が
な
）
・
也
・
許
・
覧
…
…
以
上
五
種
。
以
上
合
計
一
三
一
種
。

○
『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』
…
…
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
二
正
家
六
五
歳
の
書
写
。
テ
キ
ス
ト
は
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
古
今
和
歌
集
嘉
禄

二
年
本
』
　
（
朝
日
新
聞
社
刊
　
影
印
本
）
。
二
　
二
首
。

〔
名
詞
〕
暁
・
秋
・
酬
l
l
イ
到
剖
・
朝
（
あ
し
た
）
・
劃
訓
・
梓
・
跡
・
相
坂
・
刃
・
園
河
・
天
河
・
雨
・
繍
・
嵐
・
剋
薗
・
蘭
・
嘲
・
池
・
伊

勢
・
碗
・
泉
・
綿
・
劇
・
家
・
今
・
色
・
卯
・
矧
・
内
・
宇
治
・
到
嘲
・
海
・
浦
・
江
・
枝
・
奥
・
樹
・
大
井
・
鏡
・
却
・
影
・
笥
・
春

日
・
寓
・
風
・
方
・
桂
・
門
・
河
・
河
園
・
神
・
袖
矧
矧
・
剣
・
唐
・
贋
・
廟
劃
・
木
・
菊
・
岸
・
北
・
昨
日
・
君
・
霧
・
劃
・
草
・
匝
・



雲
・
紅
・
煙
・
小
・
苔
‥
心
地
（
「
心
ち
」
を
含
む
）
‥
心
・
事
・
駒

今
夜
（
こ
よ
ひ
）

衣
・
馨
・
坂
・
櫻
・
五
月
・
里
・
早
苗
・
五
月
雨

鹿
・
時
雨
・
嶋
・
霜
・
白
河
・
白
妙
・
住
吉

（
す
み
の
え
）
・
住
吉

（
す
み
よ
し
）
・
末
l
・
関
・
嘲
・
薗
・
袖
・
田
・
高
砂
・
瀧
・
竹
・
橘
・

龍
田
・
副
封
・
谷
・
旅
・
玉
・
玉
津
・
玉
梓
・
刻
・
誰
・
千
・
千
年

友
・
鳥
・
名
・
中
・
夏
・
何
l
・
浪
・
波
・
涙
・
西
・
錦
・
庭
・
樹
・

千
鳥
・
月
・
常
・
露
・
列
（
つ
ら
）

矧
・
手
・
時
・
所
・
年
・
隣

野
・
後
（
の
ち
）

葉
・
萩
・
橋
・
捌
l
l
彗
・
花
・
濱
・
原
・
春
・

日
・
火
・
久
万
二

（
ひ
と
）
・
人
・
猫

笥
・
姫
・
深
草
・
伏
見
・
藤
・
舟
・
冬
・
故
郷
・
連
・
外
（
ほ
か
）
・
螢
∵
程
・
郭
公
・
時

甲
枕
・
松
・
身
・
道
・
水
・
緑
・
峯
・
美
作
・
耳
・
宮
・
甲
昔
・
虫
・
梅
・
紫
・
本
・
物
・
紅
葉
・
甲
柳
・
山
・
山
吹
・
雪
・
夕
・

弓
・
夢
・
世
・
夜
（
よ
）
・
吉
野
・
芳
野
・
夜
（
よ
る
）

珊
瑚
海
l
・
我
・
顧
・
緒
・
封
珊
花
…
…
以
上
二
〇
二
種
。

〔
動
詞
〕
畢
撃
有
・
租
∴
聖
人
・
打
・
怨
・
親
・
老
・
甲
思
・
限
・
甲
返
（
か
へ
し
）
・
返
（
か
へ
り
）

蹄
・
枯
・
超
・
懸
・
氷

剋
卜
忍
卜
矧
・
過
・
住
・
染
・
立
・
撃
契
・
鋤
・
間
・
泊
・
取
・
流
・
鳴
・
成
・
旬
・
残
・
始
・
吹
・
申
・
矧
・
迷
・
招
・
見
・
見
え
・

一
．
1
．
．
・
1
．
．
・
．
1
1
．
－
－
．
・
1
1
－
－
－
－
－
1

見
せ
・
轡
轡
瑚
・
行
・
別
・
忘
・
渡
（
わ
た
し
）
・
渡
（
わ
た
り
）
・
甲
折
…
…
以
上
五
八
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
浅
・
大
・
悲
・
賠
∵

－
実

撃
自
（
し
ら
）
・
涼
∵

l
甲
惑
∵
判
・
深
・
昔
T

l
若
…
…
以
上
三
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕
曹
・
猶
・
又
…
…
以
上
三
種
。

〔
助
詞
な
ど
〕
哉
・
哉
（
が
な
）
・
釧
・
惑
∵
轡
蘭
・
也
・
許
・
覧
…
…
以
上
九
種
。
以
上
合
計
二
八
五
種
。

以
上
の
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
漢
字
字
種
に
つ
い
て
『
拾
遺
愚
草
』
と
照
合
す
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
内
で
は
、
「
同
訓
異
字
」
の
例
や
、
二
漢
字
が

二
様
の
訓
を
有
す
る
「
二
手
二
訓
」
の
例
な
ど
が
若
干
存
在
す
る
も
の
の
、
資
料
間
で
同
∵
芋
に
対
す
る
訓
が
対
立
し
て
い
る
例
は
、
ほ
と

ん
ど
無
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

さ
て
、
『
奥
入
』
『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』
『
拾
遺
愚
草
』
の
三
資
料
に
お
け
る
漢
字
字
種
の
量
を
相
互
に
比
較
し
た
結
果
次
の
よ
う
な
数
値

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
三
二
二
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が
得
ら
れ
た
。
な
お
、
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』
は
「
古
今
集
」
、
『
拾
遺
愚
草
』
は
「
愚
草
」
と
略
称
す
る
。

《
表
一
》
－
三
資
料
間
の
字
種
な
ら
び
に
延
べ
字
数
の
量
的
比
較
－

愚 古 奥
草 今 入

二 一
】

歌
数八

五
一
一

二
六

⊥ハ
首

‾
首

○
首

四 九
＿

二

当
該

、

に
の

す
る
｛九

蘭 ‾種
二
種

資
料

み
存

子
種

一 ○

奥み
丑

る
由＝ 入

／ヽヽ子
ニ
種

ハ
種

と
の

通
す

種

七
八 ○

古
A

み
止

る
由‾

六
「
とハ通

子
種

種 種 のす

○
七

一一

愚
革

み
共
涌

る
字

八
種 ‾種

と
の

廻
す

種

九 九 九
三
資

て
に

す
る

九 九 九 料共字
種 種 種 全通種

二 二
八

二 字
種

計
二 二
九
種

五
種

‾
種

の
合

七
三

四
三 1＼ノ

延
べ

三
九

八
二

二
七

字
数

字 字 字

一 ‾
首
当

の
平
均

数二

・
五

二
・
九

二

ニ
＿

七
｛

四
｛

‾○
｛

た

り

／
漢
字子 子 子

ま
ず
、
各
資
料
の
漢
字
字
種
の
合
計
を
見
る
に
、
『
古
今
集
』
が
二
八
五
種
と
最
も
多
く
、
そ
の
二
倍
以
上
の
歌
を
有
す
る
『
愚
草
』
の
方

が
む
し
ろ
少
な
い
の
で
あ
っ
て
、
収
め
る
歌
の
数
に
は
必
ず
し
も
比
例
し
て
い
な
い
。
ま
た
『
古
今
集
』
で
は
、
「
延
べ
字
数
」
を
「
歌
数
」

で
割
っ
た
「
一
首
当
た
り
の
平
均
漢
字
数
」
も
お
よ
そ
三
・
九
字
で
あ
り
、
『
奥
入
』
『
愚
草
』
が
一
首
あ
た
り
お
よ
そ
二
・
三
字
～
二
・
五

字
で
あ
る
の
と
較
べ
、
際
だ
っ
て
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
古
今
集
』
が
、
前
稿
で
扱
っ
た
『
伊
達
本
古
今
集
』
と
同
様
に
、
歌

一
首
を
一
行
に
記
し
て
お
り
、
『
伊
達
本
』
同
様
、
歌
を
一
行
に
納
め
る
た
め
に
漢
字
を
多
用
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
愚
草
』
　
の
一
首
あ
た
り
の
平
均
漠
字
数
は
、
『
奥
入
』
　
に
近
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
表
に
は
含
め
な
か

っ
た
が
、
同
じ
く
定
家
自
筆
の
『
近
代
秀
歌
』
　
に
お
け
る
一
首
当
た
り
の
平
均
漠
字
数
も
約
二
・
五
字
で
あ
っ
て
、
『
近
代
秀
歌
』
を
含
め
た

こ
の
三
資
料
が
、
和
歌
の
表
記
に
お
け
る
漢
字
の
交
用
の
度
合
い
に
お
い
て
ほ
ぼ
等
し
い
状
況
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と

は
、
こ
れ
ら
三
資
料
が
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
歌
の
上
下
二
句
を
二
行
に
分
け
て
記
し
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

次
に
、
資
料
間
で
の
字
種
の
一
致
度
を
見
る
に
、
『
奥
入
』
『
愚
草
』
と
も
に
『
古
今
集
』
と
の
一
致
度
の
方
が
高
く
、
『
古
今
集
』
に
お
い

て
は
『
愚
草
』
と
の
一
致
度
が
高
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
場
合
も
字
種
の
数
が
多
い
方
と
一
致
す
る
程
度
が
高
い



と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
当
該
資
料
に
の
み
見
ら
れ
る
漢
字
を
見
る
と
、
こ
こ
で
も
『
古
今
集
』
が
九
二
種
と
最
も
多
く
、
次
い
で
『
愚
草
』
の
四
九
種
、

『
奥
入
』
が
二
二
種
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
字
種
の
量
が
多
い
資
料
ほ
ど
、
そ
れ
に
の
み
見
ら
れ
る
字
種
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
あ
る
漢
字
が
そ
の
資
料
に
見
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
漢
字
の
表
す
語
が
そ
の
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
な

け
れ
ば
漢
字
自
体
も
現
れ
る
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
少
し
調
べ
を
す
す
め
て
み
る
。

『
奥
入
』
に
の
み
見
ら
れ
る
字
種
一
三
種
の
中
で
、
他
の
二
資
料
に
は
出
現
し
な
い
語
を
表
す
漢
字
は
「
伊
藤
」
「
罪
」
の
二
種
で
あ
る
。

『
古
今
集
』
の
九
二
種
の
中
で
、
そ
の
語
が
他
の
二
資
料
に
出
現
し
な
い
も
の
は
「
早
苗
」
「
美
作
」
「
耳
」
「
尾
」
「
栽
」
「
招
」
「
暗
」
「
膏
」

の
八
種
で
あ
る
。

次
に
、
『
拾
遺
愚
草
』
で
は
、
四
九
種
の
う
ち
、
「
秋
津
」
「
扇
」
「
市
」
「
石
井
」
「
牛
」
「
大
伴
」
「
梯
」
「
鶴
」
「
木
枯
」
「
詞
」
「
嵯
峨
」
「
篠

波
」
「
民
」
「
麹
」
「
燈
」
「
長
月
」
「
子
日
」
「
法
」
「
三
」
「
湖
」
「
南
」
「
四
」
の
二
二
種
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
他
の
資
料
に
も
見
出
せ
る
語
で
『
愚
草
』
に
の
み
用
い
ら
れ
た
漢
字
は
実
質
的
に
は
二
七
種
と
な
り
『
古
今
集
』
の
八
四
種

に
較
べ
て
か
な
り
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
『
奥
入
』
の
〓
種
に
較
べ
れ
ば
多
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
奥
入
』
の
約

八
倍
の
歌
を
納
め
る
『
愚
草
』
に
お
い
て
一
首
平
均
二
・
五
字
の
漢
字
を
交
え
て
記
す
時
、
漢
字
が
用
い
ら
れ
る
機
会
は
『
奥
入
』
よ
り
も

多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
差
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
『
愚
草
』
は
一
首
当
た
り
の
漢
字
の
使
用
度
な
ら
び
に
独
自
の
漢
字
字
種
の
量
な
ど
か
ら
み
て
、
『
奥
入
』
に

近
い
様
相
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

『
奥
入
』
が
、
も
と
も
と
『
源
氏
物
語
』
写
本
の
巻
末
に
記
し
た
定
家
の
注
記
を
切
り
取
っ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
定
家
の
平
仮

名
文
に
お
け
る
普
段
の
文
字
遣
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
定
家
自
作
の
和
歌
を
ま
と
め
た
『
愚
草
』
が
『
奥

入
』
と
相
似
た
様
相
を
示
す
こ
と
は
、
『
愚
草
』
に
も
、
定
家
の
普
段
の
文
字
遣
い
が
見
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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五
　
使
用
頻
度
か
ら
見
た
『
拾
遺
愚
草
』
『
奥
入
』
の
和
語
表
記
の
漢
字

さ
て
、
右
に
掲
げ
た
三
資
料
に
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
た
漢
字
は
、
総
体
と
し
て
、
平
仮
名
文
に
お
け
る
藤
原
定
家
の
書
記
用
漢
字
の
体
系

に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば
《
表
一
》
の
中
で
、
そ
の
「
資
料
に
の
み
存
す
る
字
種
」
と
「
三
資
料
全
て
に

共
通
す
る
字
種
」
と
で
は
、
何
か
違
い
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
こ
れ
ら
の
漢
字
の
使
用
頻
度
（
使
用
回
数
）
に
つ
い
て
『
愚
草
』
さ
ら
に
『
奥
入
』
を
調
べ
た
結
果
を
次
に
掲
げ
る
。
各
漢
字

の
下
の
数
字
は
当
該
資
料
に
お
け
る
使
用
頻
度
を
示
す
。
た
だ
し
、
『
愚
草
』
は
上
巻
一
五
〇
〇
首
の
調
査
結
果
の
み
を
提
示
す
る
。
①
は
当

該
資
料
に
の
み
見
出
せ
る
字
種
、
②
は
他
の
二
資
料
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
と
だ
け
共
通
す
る
字
種
、
③
は
三
資
料
共
通
に
見
出
せ
る
字
種
と

す
る
。
漢
数
字
は
字
種
の
数
を
示
す
。

『
拾
遺
愚
草
』
　
（
上
巻
）

①
『
愚
草
』
　
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
…
…
二
九
種

〔
名
詞
〕
秋
津
2
・
葦
1
・
扇
1
・
農
明
2
・
市
1
・
石
清
水
1
・
大
伴
1
・
梯
1
・
片
1
・
木
（
こ
）
1
・
木
枯
1
・
民
1
・
戸
3
・
床

1
・
燈
1
・
長
月
3
・
法
2
・
吹
上
1
・
三
1
0
・
御
津
1
・
南
1
・
屋
1
・
代
1
・
四
1
・
終
夜
5
・
万
1
…
…
以
上
二
六
種
。

〔
動
詞
〕
狩
1
・
歎
1
…
…
以
上
二
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕
如
何
リ
…
＝
以
上
一
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
　
〔
助
詞
な
ど
〕
…
…
該
当
ナ
シ
。

②
『
奥
入
』
ま
た
は
『
嘉
禄
本
古
今
集
』
に
も
見
ら
れ
る
も
の
…
…
六
五
種

〔
名
詞
〕
暁
4
・
梓
2
・
雨
1
0
・
嵐
4
・
泉
3
・
綿
1
・
卯
3
・
内
8
・
海
5
・
大
井
2
・
鏡
1
・
春
日
1
・
霞
2
6
・
桂
1
・
唐
2
・
菊

5
・
岸
1
・
北
1
・
昨
日
2
・
匝
1
・
聾
8
・
五
月
1
・
五
月
雨
7
・
時
雨
8
・
霜
9
・
住
吉
（
す
み
よ
し
）
1
・
開
3
・
田
1
2
・
高



砂
l
・
竹
1
4
・
龍
田
3
・
谷
4
・
玉
梓
1
・
千
鳥
5
・
手
1
8
・
友
3
・
波
1
1
・
錦
1
・
庭
2
9
・
野
2
1
・
萩
1
・
橋
1
・
濱
1
・
原
3
・

火
1
2
・
姫
1
・
採
草
2
・
伏
見
1
・
連
8
・
螢
1
・
緑
1
・
紫
1
・
本
3
・
紅
葉
1
1
・
弓
2
・
（
以
上
『
古
今
集
』
と
共
通
）
・
井
4
・

荻
4
（
以
上
『
奥
入
』
と
共
通
）
…
…
以
上
五
七
種
。

〔
動
詞
〕
限
1
・
氷
8
・
忍
2
・
住
1
・
契
1
・
別
3
・
渡
（
わ
た
り
）
3
（
以
上
『
古
今
集
』
と
共
通
）
…
…
以
上
七
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
浅
1
（
『
古
今
集
』
と
共
通
）
…
…
以
上
一
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕
　
〔
助
詞
な
ど
〕
…
…
該
当
ナ
シ
。

③
『
奥
入
』
『
古
今
集
』
両
者
に
も
見
ら
れ
る
も
の
…
…
八
九
種

〔
名
詞
〕
秋
m
∵
相
坂
1
・
池
u
∵
今
2
3
・
色
6
7
・
宇
治
4
・
浦
3
・
江
9
・
枝
3
・
影
？
風
Ⅲ
∵
方
空
河
粥
∵
神
聖
木
（
き
）
聖

君
5
・
草
4
0
・
雲
1
9
・
紅
2
‥
心
地
（
「
心
ち
」
を
含
む
）
9
‥
心
1
2
7
・
事
2
・
衣
5
4
・
櫻
1
3
・
里
1
・
嶋
1
・
白
妙
3
・
袖
4
1
・
橘
5
・

玉
4
・
千
3
・
月
2
4
1
・
露
1
5
・
時
2
5
・
年
3
4
・
鳥
7
・
名
2
2
・
中
1
3
・
夏
2
4
・
浪
6
0
・
涙
8
・
葉
2
1
・
花
1
8
6
・
春
4
1
・
日
5
6
・
久
方

3
・
人
望
舟
1
2
・
冬
2
6
・
郭
公
1
6
・
枕
2
1
・
松
5
9
・
身
6
9
・
道
8
・
水
3
8
・
峯
3
1
・
宮
1
0
・
昔
9
・
虫
6
・
梅
8
・
物
2
6
・
柳
4
・

山
2
9
0
・
山
吹
1
・
雪
5
6
・
夢
1
9
・
世
8
8
・
夜
（
よ
）
6
4
・
吉
野
1
・
我
り
…
：
以
上
七
〇
種
。

〔
動
詞
〕
入
2
9
打
1
・
怨
2
・
思
7
5
・
蹄
1
・
懸
1
・
吹
6
・
見
1
4
0
・
見
え
粥
・
見
せ
1
9
・
渡
（
わ
た
し
）
1
…
…
以
上
〓
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
白
（
し
ら
）
　
堕
…
：
以
上
一
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕
猶
4
6
・
又
甲
…
‥
以
上
二
種
。

〔
助
詞
な
ど
〕
哉
1
5
5
・
哉
（
が
な
）
1
0
・
也
1
・
許
2
9
・
覧
8
…
…
以
上
五
種
。

『
奥
入
』

①
『
奥
入
』
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
…
…
；
一
種

〔
名
詞
〕
伊
務
1
・
上
（
う
は
）
1
・
垣
1
・
片
岡
1
・
梓
1
・
袖
振
1
・
手
（
た
）
1
・
塵
1
・
罪
1
・
馬
1
・
午
（
む
ま
）
1

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

三
三
五
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三
三
六

…
…
以
上
一
二
種
。

〔
動
詞
〕
巻
1
…
…
以
上
一
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
　
〔
副
詞
な
ど
〕
　
〔
助
詞
な
ど
〕
…
…
該
当
ナ
シ
。

②
『
愚
草
』
（
こ
れ
は
全
巻
）
ま
た
は
『
古
今
集
』
に
も
見
ら
れ
る
も
の
…
…
一
九
種

〔
名
詞
〕
朝
（
あ
し
た
）
1
・
伊
勢
2
・
腐
2
・
霧
2
・
玉
津
1
・
誰
2
・
外
（
ほ
か
）
1
（
以
上
『
古
今
集
』
と
共
通
）
・
子
1
・
井
4
・

荻
1
人
以
上
『
愚
草
』
と
共
通
）
…
…
以
上
一
〇
種
。

〔
動
詞
〕
過
1
・
染
1
・
立
1
・
間
2
・
申
1
・
迷
（
ま
ど
ひ
）
6
・
行
3
・
忘
1
人
以
上
『
古
今
集
』
と
共
通
）
…
…
以
上
八
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
若
1
（
『
古
今
集
』
と
共
通
）
…
…
以
上
一
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕
　
〔
助
詞
な
ど
〕
…
…
該
当
ナ
シ
。

③
『
愚
草
』
（
こ
こ
で
は
全
巻
）
『
古
今
集
』
両
者
に
も
見
ら
れ
る
も
の
…
…
九
九
種

〔
名
詞
〕
秋
1
9
・
相
坂
1
・
池
2
・
家
2
・
今
6
・
色
4
・
宇
治
1
・
浦
3
・
江
3
・
枝
1
・
影
2
・
風
1
2
・
方
6
・
門
1
・
河
9
・
神

1
3
・
木
4
。
君
8
・
草
9
・
雲
4
・
紅
2
・
煙
1
‥
心
地
（
「
心
ち
」
を
含
む
）
4
・
心
2
5
・
事
1
7
・
衣
9
・
櫻
3
・
里
1
・
嶋
2
・
白

妙
1
・
袖
8
・
橘
1
・
玉
1
・
千
1
・
月
1
8
・
露
2
・
時
8
・
所
3
・
年
2
・
鳥
2
・
名
4
・
中
2
2
・
夏
6
・
浪
6
・
涙
1
・
葉
1
・

花
3
6
・
春
1
7
・
日
7
・
久
方
1
・
人
7
5
・
舟
3
・
冬
2
・
郭
公
2
・
枕
3
・
松
8
・
身
3
4
・
道
8
・
水
8
・
峯
3
・
宮
2
・
昔
3
・

虫
1
・
梅
7
・
物
4
2
・
柳
1
・
山
3
9
・
山
吹
1
・
雪
1
・
夕
3
・
夢
6
・
世
3
8
・
夜
1
5
・
吉
野
1
・
我
1
4
…
…
以
上
七
五
種
。

〔
動
詞
〕
有
1
・
入
3
・
打
2
・
怨
1
・
思
5
3
・
返
（
か
へ
し
）
1
・
掃
1
・
懸
3
・
吹
2
・
見
3
5
・
見
え
1
4
・
見
せ
2
・
渡
1

…
…
以
上
一
三
種
。

〔
形
容
詞
な
ど
〕
大
2
・
悲
1
・
白
5
・
深
4
…
…
以
上
四
種
。

〔
副
詞
な
ど
〕
猶
3
・
又
5
…
…
以
上
二
種
。



〔
助
詞
な
ど
〕
哉
1
0
・
哉
（
が
な
）
　
7
・
也
1
・
許
1
0
・
覧
4
…
…
以
上
五
種
。

以
上
の
結
果
を
も
と
に
、
各
資
料
の
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
頻
度
に
よ
る
①
～
③
の
項
目
ご
と
の
分
布
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

《
表
二
》
－
『
拾
遺
愚
草
』
（
上
巻
）
　
に
お
け
る
漢
字
使
用
頻
度
の
分
布
－

③ ② ①

三 ○ ○

使
用
頻
度

二
〇
〇
回

以
上

六 ○ ○

一
九
九

～

一
〇
〇

一
○ ○

九

二
九i

五
〇

二
〇 一 ○

四
九～

一二 ‾○

‾
四 七 一

‾
九

一 ‾
○

二 二
六

九
～
二

四 一
一

一 二 二一
○ 四 一

八
九

六 一
五 ‾九

合
計種 種 種

《
表
三
》
－
『
奥
入
』
に
お
け
る
漢
字
使
用
頻
度
の
分
布
－

③ ② ①

二 ○ ○

使
用
頻
度

五
〇
回以

上

1＼Jソ ○ ○

四
九i

二
〇

五 ○ ○

‾
九～

一
五

⊥ ○ ○

‾
四i

j＼ノ
○

一
一 ○九

九
～
五

＝
七 ○

四
～
二

‾四

二 一 】一
五 一 三

九 一 一
一

合
九
種

九
種

二
種 計

こ
の
表
か
ら
次
の
事
柄
が
見
て
と
れ
る
。

1
　
個
々
の
資
料
に
お
い
て
そ
の
使
用
頻
度
の
高
い
漢
字
は
、
す
べ
て
三
資
料
に
共
通
し
て
見
出
せ
る
漢
字
（
す
な
わ
ち
③
）
で
あ
る
。

2
　
そ
の
資
料
に
の
み
見
ら
れ
る
漢
字
は
、
そ
の
多
く
が
使
用
頻
度
の
低
い
も
の
で
あ
る
。

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

三
三
七
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と
こ
ろ
で
、
先
の
リ
ス
ト
に
し
た
が
い
、
『
愚
草
』
な
ら
び
に
『
奥
入
』
に
お
い
て
使
用
頻
度
の
高
位
の
も
の
（
『
愚
草
』
五
〇
以
上
、
『
奥
入
』

一
〇
以
上
）
　
を
取
り
出
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
愚
草
』
秋
・
色
・
風
・
河
・
心
・
衣
・
月
・
浪
・
花
・
日
・
人
・
松
・
身
・
山
・
雪
・
世
・
夜
・
思
・
見
・
見
え
・
哉
（
か
な
）

…
…
以
上
二
一
種
。

『
奥
入
』
副
・
風
・
神
・
心
・
事
・
矧
・
中
・
花
・
春
・
刃
・
身
・
物
・
山
・
咄
・
蘭
・
我
・
凰
・
兇
・
鬼
幻
・
功
・
許
（
ば
か
り
）

…
…
以
上
二
一
種
。

右
の
う
ち
、
双
方
に
見
出
せ
る
字
種
は
一
四
種
（
傍
線
を
付
し
た
も
の
）
で
、
こ
れ
ら
は
定
家
筆
の
『
近
代
秀
歌
』
　
『
更
級
日
記
』
　
『
土
左
日

記
』
　
に
も
共
通
し
て
見
出
せ
る
漢
字
で
あ
る
。

ま
た
、
両
資
料
の
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
語
の
全
用
例
数
に
対
す
る
漢
字
使
用
頻
度
（
こ
れ
を
仮
に
「
漢
字
使
用
率
」
と
呼
ぶ
）
を
算
出
し
、

語
の
用
例
が
一
〇
例
以
上
あ
り
、
か
つ
漢
字
使
用
率
七
〇
％
以
上
の
も
の
を
挙
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
　
（
語
の
用
例
数
を
限
っ
た
の
は
、

語
の
用
例
自
体
が
少
な
い
と
、
漢
字
使
用
頻
度
が
わ
ず
か
で
も
使
用
率
が
高
率
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
不
安
定
さ
を
認
め
、
し
ば
ら
く
排
除

し
た
の
で
あ
る
）
。

『
愚
草
』
秋
・
池
・
江
・
風
・
河
・
神
・
心
・
衣
・
田
・
竹
・
月
・
時
・
年
・
夏
・
庭
・
舟
・
冬
・
花
・
日
・
火
・
人
・
松
・
三
・
身
・
水
・

峯
・
山
・
見
・
見
え
・
見
せ
・
猶
・
又
・
哉
・
哉
（
が
な
）
…
…
以
上
三
三
種
。

『
奥
入
』
秋
・
風
・
神
‥
心
・
月
・
中
・
花
・
春
・
人
・
身
・
道
・
物
・
山
・
世
・
夜
・
見
・
見
え
・
許
…
…
以
上
一
八
種
。

こ
れ
を
見
る
に
、
先
の
『
愚
草
』
　
『
奥
入
』
　
の
漢
字
使
用
頻
度
高
位
の
も
の
そ
れ
ぞ
れ
二
一
種
の
う
ち
、
『
愚
草
』
　
に
お
い
て
は
一
五
種
、

『
奥
入
』
　
に
お
い
て
は
一
七
種
が
こ
こ
に
見
出
せ
る
結
果
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
定
家
自
筆
三
資
料
に
共
通
す
る
漢
字
に
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
漢
字
が
多
く
含
ま
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
語
の
多
く
が
、
仮

名
よ
り
も
漢
字
を
多
く
用
い
る
可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。



さ
て
、
こ
れ
ら
定
家
に
お
け
る
「
頻
用
漢
字
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
は
、
果
た
し
て
定
家
一
人
に
見
ら
れ
る
事
柄
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

平
安
期
の
古
筆
切
な
ど
を
見
る
と
、
漢
字
を
交
え
ず
平
仮
名
の
み
で
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
中
で
、
『
寸
松
庵
色
紙
』
（
伝
貫
之
筆
）
に
は
「
秋
」

「
花
」
「
人
」
「
道
」
「
山
」
「
我
（
わ
れ
）
」
、
『
継
色
紙
』
（
伝
小
野
東
風
筆
）
に
は
「
風
」
「
神
」
「
月
」
「
花
」
「
日
」
「
人
」
「
水
」
「
松
」
「
山
」

な
ど
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
院
政
期
の
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
に
は
「
秋
」
「
朝
臣
」
「
風
」
「
心
ち
」
「
心
」
「
事
」
「
月
」
「
露
」
「
殿
」
「
花
」

「
人
」
「
仏
」
「
身
」
「
右
」
「
宮
」
「
物
」
「
紅
葉
」
「
山
」
「
我
」
「
女
」
「
思
」
「
給
」
「
侍
」
「
申
」
「
見
」
が
見
え
て
お
り
、
定
家
の
「
頻
用
漢

字
」
と
共
通
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
平
安
時
代
平
仮
名
文
の
中
に
早
く
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
漢
字
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て

そ
れ
ら
は
定
家
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
漢
字
表
記
が
当
然
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
今
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
。

六
　
ま
と
め

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

定
家
自
筆
の
『
拾
遺
愚
草
』
『
奥
入
』
『
嘉
禄
本
古
今
集
』
を
相
互
に
比
較
し
た
結
果
、

I
　
歌
一
首
当
た
り
の
漢
字
使
用
度
、
ま
た
各
資
料
独
自
の
漢
字
字
種
の
多
さ
か
ら
、
『
古
今
集
』
が
特
に
漢
字
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
た
。

H
　
『
拾
遺
愚
草
』
と
『
奥
入
』
は
一
首
当
た
り
の
平
均
漢
字
数
も
ほ
ぼ
等
し
く
、
資
料
独
自
の
漢
字
字
種
も
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
互
い
に

相
似
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
両
資
料
は
、
平
仮
名
文
に
お
け
る
定
家
の
日
常
的
な
文
字
遣
い
に
近
い
も
の
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

さ
ら
に
、
『
拾
遺
愚
草
』
（
上
巻
）
と
『
奥
入
』
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
字
種
を
使
用
頻
度
の
点
か
ら
分
析
し
た
結
果
、

Ⅲ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お
い
て
使
用
頻
度
の
高
い
漢
字
は
、
す
べ
て
『
古
今
集
』
を
含
め
た
三
資
料
に
共
通
し
て
見
出
せ
る
漢
字
で
あ

藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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四
〇

る
。

Ⅳ
　
各
資
料
に
お
い
て
、
そ
れ
に
し
か
見
え
な
い
独
自
の
漢
字
は
、
そ
も
そ
も
の
使
用
頻
度
が
低
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

Ⅴ
　
『
拾
遺
愚
草
』
『
奥
入
』
に
お
い
て
使
用
頻
度
の
高
い
漢
字
は
、
そ
の
多
く
が
漢
字
使
用
率
に
お
い
て
も
高
率
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
ら
は
、
定
家
自
筆
の
他
の
資
料
に
も
共
通
し
て
見
出
せ
る
漢
字
で
あ
る
。

注（
1
）
　
拙
稿
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
－
藤
原
定
家
自
筆
平
仮
名
文
と
の
比
較
－
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

十
八
輯
）

［
後
記
］
　
本
稿
は
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
に
お
け
る
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
九
年
へ
か
け
て
の
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ

の
発
表
に
お
い
て
、
小
林
芳
規
先
生
は
じ
め
多
く
の
会
員
諸
氏
よ
り
有
益
な
御
助
言
や
御
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
御
礼
を
申

し
上
げ
る
。
な
お
特
に
小
林
先
生
に
は
、
つ
ね
に
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
が
あ
り
、
こ
の
拙
い
文
章
も
、
そ
の
お
言
葉
を
力
と
し
て
の
も
の
で
あ

っ
た
。
あ
え
て
記
し
て
感
謝
の
気
持
ち
の
一
端
を
表
し
た
い
。
（
二
〇
〇
〇
二
・
二
九
）




